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会費納入のお願い 

 

 平成１９年度近畿学校保健学会会費を同封の振込用

紙にてお振り込み下さい。なお、平成１８年度未納の

方は２年分の額を記載した振込用紙が入っていますの

で、ご確認の上、振込をお願いします。 
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第 54 回近畿学校保健学会のご案内 
 

第 54 回近畿学校保健学会を開催するに当たって 

 

                  第５4 回近畿学校保健学会 

                    学会長 石川哲也 

 

第 54 回近畿学校保健学会の会長を昨年の学会時にお引き受けしてから早いもので、もう今月の開

催になりました。 

この間学校をとりまく児童生徒の心や体の健康問題は、益々深刻さを増してきております。 

近では、はしかの流行が社会問題となり、関東地方では、学校閉鎖が相次いで報道されていま

す。SARS や鳥インフルエンザなども近年話題となっています。 

喫煙、飲酒や薬物乱用、性の逸脱行為、いじめや、閉じこもりなどの問題も学校保健の大きな課

題です。 

また、安全面においては、子どもが被害者となる事件が学校で発生しているだけでなく、加害者

となることさえ、珍しくなくなってしまったように思えます。 

このうち、喫煙問題や薬物乱用問題に関しては、学校保健をはじめとする関係者の努力により、

好転に向かいつつありますが、まだまだ取り組むべき課題が山積しています。 

この様な状況の中、近畿学校保健学会が果たしてきた役割は大きなものがあります。 

今回は、青少年の危険行動に焦点を当てて、特別講演をはじめ様々な講演を行うことにしました。

この中には、成果を挙げつつある、喫煙や薬物の問題も取り上げています。 

今回の講演は、必ず参加者のお役に立つものと信じております。 

一般口演も予想以上に集まり、時間が窮屈になってしまいましたが、参加いただいた先生方には、

会がスムースに進行しますようご協力をお願い致します。 

 後に、会を開催するに当たり、様々な面でご後援やご援助下さいました兵庫県教育委員会、神

戸市教育委員会、兵庫県医師会、兵庫県歯科医師会、兵庫県薬剤師会、神戸市学校薬剤師会をはじ

めとする諸団体、本学会運営委員会の諸先生や院生、学生にこの場を借りまして深謝致します。 
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 一般演題発表者は共同研究者を含めて正会員である必要があります。会員でない方は，

年会費３，０００円を下記郵便振替口座にお振込下さい。 

加入者名 ：近畿学校保健学会 

加入者番号：00940-5-181826 

〒657－8501 兵庫県神戸市灘区鶴甲 3－11   

神戸大学大学院人間発達環境学研究科 川畑徹朗研究室内  

近畿学校保健学会事務所   TEL＆FAX 078－803－7739 

第 54 回近畿学校保健学会開催要項 
 

第 54 回近畿学校保健学会長 石川 哲也 

 神戸大学大学院人間発達環境学研究科 

 

第 54 回近畿学校保健学会を下記の通り開催します。今学会は，学校現場で日常的に行われて

いる実践の報告も歓迎します。学会で発表することによって実践の質の高まりも期待されます。

また，近畿圏以外からも学会員でなくても当日参加ができます。皆様のご参加を心よりお待ち申

し上げます。 

 

記 

 
1．会 場  神戸大学大学院人間発達環境学研究科（発達科学部） 

2．日 時  平成 19 年 6 月 23 日（土） 9 時～17 時 

午前：一般演題 

 ：特別講演 「ライフスキル教育と行動変容」 

川畑 徹朗（神戸大学大学院人間発達環境学研究科）  

昼 ：評議員会 

午後：総会 

 ：基調講演 「性教育の現状と課題」 

石川 哲也（神戸大学大学院人間発達環境学研究科） 

 ：教育講演  「危険行動と行動変容」 

１．薬物乱用行動 勝野 眞吾（兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科） 

２．安全行動    西岡 伸紀（兵庫教育大学大学院学校教育研究科）   

３．食行動と心理 島井 哲志（心理測定サービス健康心理学研究所） 

 

 

 

4．参加申込 特に必要ありません。当日会場にお越し下さい。 

5． 参加費   正会員  無料（但し当該年度会費納入者），当日会員  2,000 円，当日学生会員  1,000 円 

6．懇親会  6 月 23 日（土） 17：30 より神戸大学アカデミア館「さくら」にて懇親会を開催しま

す。 

       参加費は 5,000 円（当日受け付けます）です。お気軽にぜひご参加下さい。 

7．演題申し込み先   

〒657－8501 神戸市灘区鶴甲 3－11 

神戸大学大学院人間発達環境学研究科 中村晴信研究室気付 

第 54 回近畿学校保健学会事務局(事務局長：中村晴信) 

TEL & FAX：078-803-7740  E－mail：hal@kobe-u.ac.jp 
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日  程 
 

受付        受付場所 8:40～ 神戸大学大学院人間発達環境学研究科 B 棟 1 階

                 オープンスペース  
一般演題発表  研究発表・実践発表 
 第 1 会場  （B104） 
 第 2 会場  （B106） 
 第 3 会場  （B208） 
特別講演    （B202） 
 テーマ   「ライフスキル教育と行動変容」 
 講 師    神戸大学大学院人間発達環境学研究科教授   川畑徹朗 

評議員会    （B208） 

総 会     （B202） 

基調講演   （B202） 
 テーマ   「性教育の現状と課題」 
 講 師    神戸大学大学院人間発達環境学研究科教授   石川哲也 

教育講演 1   （B202） 
 テーマ   「薬物乱用行動」 
 講 師    兵庫教育大学副学長・理事          勝野眞吾 
教育講演 2  （B202） 
 テーマ   「安全行動」 
 講 師    兵庫教育大学大学院学校教育研究科教授    西岡伸紀 
教育講演 3  （B202） 

 テーマ   「食行動と心理」 

 講 師   心理測定サービス健康心理学研究所所長     島井哲志 

 

8:40 

9:10 

 
 
 
 

11:20 
 
 

12:30 
 

13:30 
 
 

14:15 
 
 
 

15:00 
 
 
 

15:40 
 
 

16:20 
 
 

17:00 
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プログラム 

 一般演題（口演 9 分・討論 4 分） 9:10～11:20 

Ⅰ会場（B104） 

危険行動防止 （9:10~9:49） 座長 横尾能範（神戸大学名誉教授） 
 
9:10~9:23 
学生による小学校での喫煙防止教育－保護者の意識－ 
 ○大川尚子、鍵岡正俊、佐藤秀子、森川英子（関西女子短期大学）、野谷昌子（名古屋学芸大学） 
9:23~9:36 
中・高校生及び保護者の喫煙・飲酒・薬物乱用に関する意識の相互関連－生徒判別の分析－ 

○砂田雅子、田中まり子、日垣慶子、嶋津裕子、西岡伸紀、勝野眞吾、鬼頭英明（兵庫教育大学

大学院）、大川尚子（関西女子短期大学）、永井純子（福山平成大学） 
9:36~9:49 
小学生および保護者の喫煙・飲酒・薬物乱用に関する意識の相互関連（２）－男子・女子別の分析

－ 

○田中まり子、砂田雅子、嶋津裕子、日垣慶子、西岡伸紀、勝野眞吾、鬼頭英明（兵庫教育大学

大学院）、大川尚子（関西女子短期大学）、永井純子（福山平成大学） 

 

性教育 （9:49~10:28） 座長 白石龍生（大阪教育大学） 
 
9:49~10:02 
「次世代育成対策地域行動計画」をふまえた外部講師による「生」と「性」の教育（第２報）－外

部講師による「聞き取り学習」からクラス全体の共有化実現へ－ 

 ○日垣慶子、砂田雅子、田中まり子、嶋津裕子、西岡伸紀、勝野眞吾、鬼頭英明（兵庫教育大学

大学院）、大川尚子（関西女子短期大学）、永井純子（福山平成大学） 

10:02~10:15 
日本の青少年の性行動の背景要因 

 ○萩原久美子、川畑徹朗、石川哲也、中村晴信、今出友紀子、宋昇勲（神戸大学大学院人間発達

環境学研究科）、勝野眞吾（兵庫教育大学大学院）、森脇裕美子（姫路獨協大学医療保健学部） 

10:15~10:28 
韓国の性教育の実態と性教育指針書「一緒に語る性話」の概要 

 ○宋昇勲、川畑徹朗、石川哲也、中村晴信、今出友紀子、萩原久美子（神戸大学大学院人間発達

環境学研究科）、勝野眞吾（兵庫教育大学大学院）、森脇裕美子（姫路獨協大学医療保健学部） 

 

特別支援教育、保健指導・計画 （10:28~11:20） 座長 林正（滋賀大学名誉教授） 

10:28~10:41 
日本における病・虚弱児教育の導入者 石原喜久太郎 
 ○杉浦守邦（京都蘇生会総合病院） 
10:41~10:54 
定時制高校における保健指導について 
 ○磯田宏子、佐久間春夫（奈良女子大学大学院人間文化研究科） 
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10:54~11:07 
学校保健活動の推進に関する検討－学校保健委員会の有効機能の方策について－ 
 ○住吉由加（大宝小学校）、地海和美（治田東小学校）、元井真梨（治田西小学校）、志村美好（堅

田小学校）、播磨谷澄子（仰木小学校）、川端典子（野洲北中学校）、中尾香織（滋賀大学附属中

学校）、奥野理恵（滋賀大学附属幼稚園）、板持紘子（元滋賀大学附属中学校）、林正（滋賀大学） 
11:07~11:20 
ダウン症発育評価ソフトの開発とその利用－ダウン症をもつ高校生の肥満評価－ 
 ○吉岡隆之、菊池彩香（神戸市看護大学）、後和美朝（大阪国際大学）、戸島章雄（アート・オブ・

ライフ）、田中康子（兵庫県立姫路特別支援学校）、松本季代（兵庫県立いなみ野特別支援学校） 
 

Ⅱ会場（B106） 

保健教育、相談活動 （9:10~9:49） 座長 田中洋一（神戸大学大学院） 
  
9:10~9:23 
「対象喪失」という視点を重視した健康相談活動に関する研究 

○ 菊池美奈子（大阪府立箕面東高等学校）、徳山美智子（大阪女子短期大学） 

9:23~9:36 
小学生の保健学習の取組と評価 
 ○石塚智惠子（京都市立東山小学校、京都教育大学体育学科）、井上文夫（京都教育大学体育学科） 

9:36~9:49 
小学校における動物介在教育の実践報告 飼育動物のいない小学校の２年生を対象に実施した動物

ふれあい教室の１例 

○石丸昌子、志形愛、竹花正剛（大阪コミュニケーションアート専門学校）、石丸邦仁（和歌山県

立医科大学衛生学） 

 

環境衛生 （9:49~10:28） 座長 鬼頭英明（兵庫教育大学大学院） 
  
9:49~10:02 
和歌山市内の小学校における学校飼育動物に関する調査 高病原性鳥インフルエンザ発症以降の飼

育動物種や飼育数の変化について 
 ○石丸邦仁（和歌山県立医科大学）、石丸昌子（セントラル動物病院）、青木京子（和歌山市教育委員

会） 
10:02~10:15 
児童生徒が学校に持参する水筒の細菌汚染に関する研究Ⅰ－細菌汚染の実態－ 

○森脇裕美子（姫路獨協大学医療保健学部）、石川哲也、中村晴信、川畑徹朗（神戸大学大学院人

間発達環境学研究科）、増山隆大（神戸大学発達科学部） 
10:15~10:28 
児童生徒が学校に持参する水筒の細菌汚染に関する研究Ⅱ－細菌数の経時変化と洗浄効果－ 
 ○増山隆太（神戸大学発達科学部）、石川哲也、中村晴信、川畑徹朗（神戸大学大学院人間発達環

境学研究科）、森脇裕美子（姫路獨協大学医療保健学部） 
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健康教育 （10:28~11:07） 座長 大川尚子（関西女子短期大学） 

10:28~10:41 
健康に関する大学生の意識（１）～HLC を用いた検討 
 ○中須賀洋子（兵庫大学健康科学部看護学科）、毛受矩子（四天王寺国際大学）、新平鎮博（大阪

市保健所）、永村一雄、曽根良昭（大阪市立大学大学院生活科学研究科） 
10:41~10:54 
食生活教育プログラム“朝食を食べよう”の実施と評価 
 ○角矢温子、春木敏（大阪市立大学大学院生活科学研究科）、川畑徹朗（神戸大学大学院人間発達

環境学研究科）、西岡伸紀（兵庫教育大学大学院学校教育研究科） 
10:54~11:07 
ライフスキル教育の実践と評価 
 ○土井幸子（大阪市立十三小学校） 
 

Ⅲ会場（B208） 

健康診断 （9:10~9:49） 座長 森岡郁晴（和歌山県立医科大学） 
 
9:10~9:23 
着衣のままで聴診可能な肌着の開発－正常呼吸音、心音について－ 
 ○長坂行雄、保田昇平（近畿大学医学部堺病院呼吸器科） 
9:23~9:36 
着衣のままで聴診可能な肌着の開発－呼吸雑音、心雑音について－ 

 ○長坂行雄、保田昇平（近畿大学医学部堺病院呼吸器科） 
9:36~9:49 
小学生高学年の浮き趾についての検討 

○井上文夫、石塚智惠子（京都教育大学体育学科）、浅井千恵子（京都教育大学附属京都小学校）、

藤原寛（京都府立医科大学小児科） 

 

生活習慣病 （9:49~10:41） 座長 井上文夫（京都教育大学） 
 
9:49~10:02 
米国連邦政府による生活習慣病予防プログラム事例研究－児童の食習慣及び運動習慣の改善を中心

として－ 

 ○桑原恵介、中村晴信、石川哲也、川畑徹朗（神戸大学大学院人間発達環境学研究科）、錦織春奈

（神戸大学大学院総合人間科学研究科） 

10:02~10:15 
思春期の血清レプチン濃度と BMI との時系列的関連について 

 ○五十嵐裕子（前九州女子短大）、宮井信行、白石龍生（大阪教育大学）、後和美朝（大阪国際大

学）、内海みよ子、森岡郁晴（和歌山県立医科大学保健看護学部）、吉益光一、宮下和久、武田

眞太郎（和歌山県立医科大学衛生学） 

10:15~10:28 
高校生におけるアディポネクチンと動脈硬化性疾患危険因子との関連 

 ○宮井信行、北口和美（大阪教育大学）、前島幸、戸村太郎、吉益光一、宮下和久、武田眞太郎（和

歌山県立医科大学衛生学）、森岡郁晴、有田幹雄（和歌山県立医科大学保健看護学部） 
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10:28~10:41 
若年者におけるメタボリック症候群の関連因子とその集積が脈波伝播速度に及ぼす影響 

 ○内海みよ子、森岡郁晴、有田幹雄（和歌山県立医科大学保健看護学部）、宮井信行（大阪教育大

学）、前島幸、宮下和久、武田眞太郎（和歌山県立医科大学衛生学）、寺田和史（天理大学）、五

十嵐裕子（元神戸大学発達科学部附属明石中学校） 

 

生活習慣病、心のケア （10:41~11:20） 座長 宮下和久（和歌山県立医科大学） 

10:41~10:54 
中学生の生活習慣が動脈硬化関連指標に与える影響 

 ○藤原寛（京都府立医科大学小児科）、井上文夫（京都教育大学体育学科） 

10:54~11:07 
大学生の食物選択における関連要因について 
 ○錦織春奈（神戸大学大学院総合人間科学研究科）、中村晴信、石川哲也、川畑徹朗、桑原恵介

（神戸大学大学院人間発達環境学研究科） 

11:07~11:20 
中国の日本人学校における児童生徒のストレス状態 第 2 報 中学部移転の影響 

 ○森岡郁晴、内海みよ子（和歌山県立医科大学保健看護学部）、宮井信行、白石龍生（大阪教育

大学）、宮下和久（和歌山県立医科大学衛生学）、松本健治（鳥取大学） 

 

 特別講演、基調講演、教育講演  11：20～12：20， 14：15～17：00 

メイン会場（B202） 

特別講演    （11：20～12：20） 
      座長 石川哲也（神戸大学） 
 テーマ   「ライフスキル教育と行動変容」 

 講 師    神戸大学大学院人間発達環境学研究科教授    川畑徹朗 
 
 

基調講演   （14：15～15：00） 
      座長 勝野眞吾（兵庫教育大学） 
 テーマ   「性教育の現状と課題」 

講 師    神戸大学大学院人間発達環境学研究科教授    石川哲也 
 

 
教育講演 1   （15：00～15：40） 
      座長 西岡伸紀（兵庫教育大学） 
 テーマ   「薬物乱用行動」 

講 師    兵庫教育大学副学長・理事           勝野眞吾 
 

 
教育講演 2  （15：40～16：20） 
      座長 川畑徹朗（神戸大学） 
 テーマ   「安全行動」 

講 師    兵庫教育大学大学院学校教育研究科教授     西岡伸紀 
 

 
教育講演 3  （16：20～17：00） 
      座長 中村晴信（神戸大学） 
 テーマ   「食行動と心理」 
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講 師   心理測定サービス健康心理学研究所所長      島井哲志 
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運営についてのご案内 

受付時間・場所 

6 月 23 日（土） 午前 8:40 ～   
B 棟 1 階 オープンスペース 

受付テーブルの区分 

① 評議員 
• 評議員受付で府県名、氏名をお申し出頂き、名札と抄録集をお受け取り下さい。 
• 19 年度会費未納の方は、年会費 3,000 円をお納め下さい。 
• 評議員会出席の方は、受付時に昼食代を別途お支払いの上、弁当引換券をお受け取り下さ

い。 
 

②  一般会員（19 年度会費未納の方：年会費 3,000 円） 
• 一般会員受付で府県名、氏名をお申し出頂き、名札と抄録集をお受け取り下さい。 
• 19 年度会費未納の方は、年会費 3,000 円をお納め下さい。 

 
③ 当日会員（参加費 ： 一般 2,000 円、学生・院生 1,000 円） 

• 受付で記入票を受け取り、必要事項をご記入の上、参加費をお納め下さい。名札と抄録集

をお受け取り下さい。 
 
④  新規入会希望者（年会費 3,000 円） 

• 受付で入会申込用紙を受け取り、必要事項をご記入の上、年会費 3,000 円をお納め下さい。

名札と抄録集をお受け取り下さい。 
 
⑤  座長、講演演者 ：座長、講演演者受付で氏名をお申し出頂き、名札と抄録集をお受け取り

下さい。 
 
※ 懇親会（会費 5,000 円） ： 当日も受け付けております。受付にお申し出下さい。 
※ 名札には氏名、所属を各自で記入し、会場では必ずご着用下さい。 

 

一般演題発表者の方へ 

（1） 前演者の口演が始まると同時に、各会場前方の次演者席にご着席下さい。 
（2） 口演時間 9 分、討論時間 4 分です。時間厳守をお願いします。時間が延長すると座長が発表

の打ち切りを指示します。ご協力をお願いします。 
（3） 発表には、パワーポイント（Windows2003）を使用できます。各自の USB メモリーを持参

していただき、あらかじめ係員にお渡し下さい。その他の視聴覚機器は使用できません。 
Mac の方はあらかじめ Windows に変換してきて下さい。“図がずれないかどうか”あらかじめ

確認をお願いします。（ずれた場合でもその場で訂正はできません）。 
（4） 配布資料がある場合は、発表 30 分前までに 100 部各会場の受付に提出して下さい。 

 

座長の先生方へ 

（1） 前座長の登壇後、前方の次座長席にご着席下さい。 
（2） 受け持ち時間の進行は一任しますが、1 題あたり、13 分以内で進行されるようお願いします。 
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（3） 慣例により、後日「学会通信」用の座長のまとめをお願いします。締め切りは 7 月 23 日です。

その際、座長を務めていただいた発表の中から、優秀な発表と認められるものを選んで、特

に講評をお願い致します。 
 

懇親会参加者の皆様へ 

懇親会場は、社会科学系アカデミア館・放送大学兵庫学習センター3 階「さくら」（学会場から徒

歩 10 分。バス 2 分 停留所：神大正門前下車）です。17：30 開始予定です。多数の方々のご参

加をお待ちしております。  

 

           
 
 

その他 

• 学会開催時間内は、携帯電話等の通信機器類はマナーモードか電源を切って下さるようお

願い申し上げます。 
• 手荷物預かりのサービスは行いませんのでご了承下さい。 
• 会場内は、禁煙です。ご協力をお願いします。 

人間発達環境学研究科 
（発達科学部） 

2H社会科学

系 ア カ デ ミ

ア館・放送大

学 兵 庫 学 習

センター3 階

「さくら」 

神大発達科学部前 

http://www.kobe-u.ac.jp/info/access/rokko/seimon.htm#themap�
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神戸大学大学院人間発達環境学研究科（発達科学部）アクセスマップ 

 

 
 
 

 
 
徒歩：阪急「六甲」駅より約 20 分 

バス：阪神「御影」駅、JR「六甲道」駅、阪急「六甲」駅より神戸市バス 36 系統鶴甲団地行、

鶴甲 2 丁目止まり行き乗車「神大発達科学部前」下車 

タクシー：阪神「御影」駅より約 15～20 分、JR「六甲道」駅より約 10～15 分、阪急「六

甲」駅より約 10 分 

 

http://www.city.kobe.jp/cityoffice/54/020/time/kei036.htm�
http://www.city.kobe.jp/cityoffice/54/020/time/kei036.htm�
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近畿学校保健学会会則（改正案） 

  
   第1章 総  則 

第1条 本会は、近畿学校保健学会と称する。 

第2条 本会は、学校保健に関する研究を行い、学校教育に寄与することを目的とする。 

第3条 本会の事務所事務局は、幹事長のもとにおく。 

 

   第2章 事  業 

第4条 本会は、第2条の目的を達成するために次の事業を行う。 

 1. 総会、年次学会の開催 

 2. 会誌会報その他出版物の刊行 

 3. 学校保健に関する調査研究 

 4. その他本会の達成に必要な事業 

 

   第3章 会  員 

第5条 会員は、本会の目的に賛同し、会費を納入したもの者とする。 

第6条 会員は、年次学会、会誌会報などを通じて研究を発表することができる。また会誌会報の配布配付および本

会の事業について連絡を受ける。 

第7条 本会には、賛助会員および名誉会員をおくことができる。 

第8条 賛助会員は、本会の目的を達成するために賛助の意を表し、評議員会の承認を経たもので賛助会費を納めた

者ものとする。 

第9条 名誉会員は、学校保健に関し、学識、経験に富み、本会に功労のあった者もので、評議員会幹事会の推薦に

もとづき、評議員会、総会で承認された者ものとする。 

第10条 会員は、会費を滞納し、若しくは本会の名誉をけがす行為があったときには評議員会の議決により除名する

ことができる。 

 

   第4章 役  員 

第11条 本会に次の役員をおく。 

 1.  評議員 若千名若干名 

 2. 幹事 若干名若千名(うち1名を幹事長、一部を常任幹事とする) 

 3. 監事 2名 

第12条 役員の任期は2年とし、再任を妨げない。 

第13条 役員は、会員のうちより選出されるものとする。 

第14条 役員の選出方法は別に定める。役員の任務を次のように定める。 

1.1．評議員は評議員会を組織する。 

2.2．幹事は幹事会を組織する。常任幹事は会務を処理する。幹事長は学会を代表する。常任幹事は幹事長を補

佐する。 

3．監事は会計を監査する。 

 

   第5章 会  議 

第15条 本会の会議は、総会、評議員会および幹事会とする。 

第16条 総会は、幹事長が毎年1回招集し開催する。必要に応じ臨時総会を開催することができる。 

第17条 評議員会は、幹事長が招集し、本会の運営に関する重要な事項を審議し、総会の承認をうる得るものとする。 

第18条 第18条 幹事会は、幹事長が招集し、評議員会に提案する議題の審議ならびに総会、評議員会から委任された

会務を 

処理する。 

 

第19条 評議員会および幹事会は、構成員の過半数をもって成立する。 

 

   第6章 年次学会 

第20条 本会は、毎年1回年次学会を開催する。 

第21条 年次学会長は、会員のうちから評議員会で選出、総会で承認され、年次学会の運営にあたる。 

2.年次学会長は、幹事会に出席することができる。 

 

   第7章 会  計 

第22条 本会の経費は、会費、寄附金その他の収入をもってあてる。 

第23条 本会の会計年度は、毎年4月1日より翌年3月31日までとする。 

第24条 本会の収支決算は、監事の監査を受け、評議員会の議を経て総会の承認を得るものとする。 
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   雑     則 

第25条 本会則の変更は、総会の決議によるものとする。 

 

   附     則 

第26条 会費は年額3,000円とする。 

第27条 本会則は、昭和28年6月29日より施行する。 

 

昭和33年6月13日一部改正 

昭和39年5月17日一部改正 

昭和49年9月6日一部改正 

昭和56年7月9日改正 

昭和57年6月8日改正 

平成10年6月13日改正 

平成19年6月23日改正 
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近畿学校保健学会役員選出規程（改正案） 

 

 (趣旨) 

第1条 この規程は、近畿学校保健学会会則第134条の規程に基づき、近畿学校保健学会役員選出に関する事項を定

める。 

 

 (評議員の選出) 

第2条 評議員の選出は、学会活動等を考慮の上、各府県別に当該地区幹事が推薦し、幹事会の承認を得なければな

らない。 

第2条 評議員の選出等については、次の方法による。 

    1．府県ごとに、会員の選挙によって当該府県の会員から選出する。 

    2．選挙権の有資格者は、当該年度の会費を納入した者とする。 

    3．被選挙権の有資格者は、前年度と当該年度の会費を納入した者とする。 

    4．各府県の評議員の定数は、当該府県会員数の2分の1(端数切り捨て)とする。 

    5．評議員には、若干名の幹事会の推薦者を加えることができる。 

 

 (幹事の選出) 

第3条 幹事の選出等については、次の方法による。 

 (1) 各府県ごとに、会員の選挙によって当該地区の評議員から選出する。 

 (2) 選挙権及び被選挙権の有資格者は、前年度までの会費を納入した者とする。 

 (3) 各地区別幹事の定数は、当該地区被選挙権者の10分の1(端数切り上げ)に1人を加えた数とする。 

第3条 幹事の選出等については、次の方法による。 

    1．府県ごとに、会員の選挙によって選出された評議員の選挙によって当該府県の評議員から選出する。 

    2．各府県の幹事の定数は、当該府県会員数の10分の1(端数切り捨て)とする。 

 

 (選挙管理委員会) 

第4条 幹事と評議員の選出に当たっては、選挙管理委員会(以下「委員会」という)を置く。 

2 ．委員会は、選挙前の適当な時期に各府県ごとの幹事の互選によって選出された各1人(計6人)で、構成する。 

3 ．委員長は、委員会において選出する。 

4 ．委員会は、4人以上の出席がなければ議事を開き、議決することができない。 

5 ．委員会に関する庶務は、学会事務所局において処理する。 

 

 (投票) 

第5条 選挙は、各地区府県別定数の連記による無記名投票とし、投票は、郵送で行う。 

2 ．同数得票の場合は、委員会において抽選によって決定する。 

3 ．当選人が辞退した時は、次点の者から順次繰り上げるものとする。 

 

 (幹事長及びおよび常任幹事) 

第6条 幹事長及び常任幹事は、幹事の互選により選出し、評議員会の議を経て、総会において承認を得なければな

らない。 

第6条 幹事長および常任幹事の選出については、次の方法による。 

    1．幹事長は、幹事の互選により選出し、評議員会の議を経て、総会において承認を得なければならない。 

    2．常任幹事は、幹事長が推薦し、幹事会の議を経て、評議員会、総会において承認を得なければならない。 

 

 (監事) 

第7条 監事は、幹事長が幹事以外の会員のうちから推薦し、幹事会において承認を得るものとする得なければなら

ない。 

 

附 則 

 1 ．本学会役員に任期中の地区府県異動があった場合には、当該役員は、任期満了まで、暫定的に選出地区府県

にかかわりない役員としてとどまる。 

   ただし、その地区異動が、選出された年度の次の年次学会時までであった場合には、当該役員の転出した当該

地区府県は、補充の役員を選出することができる。この場合、補充役員の任期は、転出役員の残りの任期とす

る。なお、補充役員の選出方法については、当該地区府県の役員に一任する。 

 2 ．本学会役員の任期中の事故等に関しては、前項を準用する。 

 3 ．この規程は、平成3年6月15日から施行する。 

         平成19年6月23日改正 
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平成 18 年度第４回近畿学校保健学会幹事会報告 

日時  平成 19 年３月 31 日（土） 14:00〜15:30  

場所  神戸大学発達科学部 HC センター 

出席  大矢、林、井上、八木、大川、大道、小山、白石、石川、川畑、西岡、辻井、山本、武田、森岡 
    オブザーバー（中村晴信 学会活動活性化委員会委員） 
議事 

（1）第 55 回近畿学校保健学会開催県、および学会長について 

第 55 回近畿学校保健学会は、白石龍生大阪教育大学教授を学会長として、大阪府で開催することが提案され、

了承された。 

（2）名誉会員および評議員の推薦について 

本年度はどの府県からも推薦はなかった。 

（3）役員選出規定改正の基本方針について 

森岡郁晴幹事（学会活動活性化委員会委員）より、改正の基本コンセプト原案について提案があった。原案に

ついて出された意見を踏まえ，次回の幹事会に基本コンセプトの修正案と具体的な会則および役員選出規定改正

案を提案することになった。なお，会則と役員選出規定の改正案は、本年の年次学会前に発行予定の学会通信に

掲載することになった。 

（4）その他 

・ 川畑徹朗幹事長より平成 18 年度会計中間報告がなされた。 

・ アーカイブ作成費を減額する方法について、中村晴信学会活動活性化委員会委員が次回の幹事会に提案する

ことになった。 

・ 年次学会の一般発表のうち、各座長から推薦のあったものについては、学会通信に掲載する方向で検討する

ことになった。 

 

 

平成 19 年度第１回近畿学校保健学会幹事会報告 

日時  平成 19 年５月６日（日） 13:00〜15:00  

場所  神戸大学発達科学部 HC センター 

出席  林、井上、八木、白石、堀内、石川、川畑、永井（純）、西岡、北村、辻井、武田、宮下、森岡 
    オブザーバー（中村晴信 学会活動活性化委員会委員） 
議事 

（1）役員選出規定改正の基本方針について 

森岡郁晴幹事（学会活動活性化委員会委員）より、改正の基本コンセプト第二次案が提案され、質疑の後了承

された。なお、具体的な会則と役員選出規定の改正案を次回の幹事会の前に全幹事に送付することになった。 

（2）学会会計 

 川畑徹朗幹事長より平成 18 年度会計報告と平成 19 年度の予算計画についての説明がなされた。学会財政を健

全化するためには会員数を増やすことが緊急の課題であることを確認し、その方策について意見を交換した。 

（3）その他 

 ・奈良県の代表幹事が、辻井啓之氏に交替することが了承された。 

・京都府歯科医師会の役員交替に伴い、評議員が平塚靖規、吉田民夫氏に交替することが了承された。 

 

 

平成 19 年度第２回近畿学校保健学会幹事会報告 

日時  平成 19 年５月 26 日（土） 14:00〜16:00  

場所  神戸大学発達科学部 HC センター 

出席  林、大川、吉岡、石川、川畑、永井（純）、西岡、北村、武田、森岡 

    オブザーバー（中村晴信 学会活動活性化委員会委員） 
議事 

(1)第 54 回近畿学校保健学会について 

 石川哲也年次学会長より、第 54 回近畿学校保健学会のプログラムについて説明があり、了承された。 

(2)評議員会・総会資料について 

 川畑徹朗幹事長より、平成 19 年度近畿学校保健学会評議員会・総会資料について説明があり、一部修正の上、了

承された。 

(3)会則・役員選出規定の改正について 

 川畑徹朗幹事長より会則改正案について、森岡郁晴幹事より役員選出規定改正案について説明があり、一部修正

の上、了承された。なお、改正案は学会通信に掲載することになった。 
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ＪＫＹＢ健康教育 一日ワークショップ 神戸 

プログラム 
  

期日：2007 年６月 24 日（日）午前９時〜午後４時半  

会場：神戸大学発達科学部（神戸市灘区鶴甲 3-11 ☎078-803-7739）   

  

09：00〜09：30 受け付け（A 棟１階発達ホール） 

09：30〜10：00         開会式（B 棟１階 B１０４） 

 

10：00〜12：00         共通コース（B 棟１階 B１０４） 

青少年の危険行動防止とライフスキル教育（川畑徹朗） 

 
12:00〜13:00                         昼食休憩 

（発達ホールは休憩室となっています。御自由に御利用下さい。大学近辺には飲食店がありませんので，

昼食を各自ご持参下さい。） 

 
ライフスキル教育コース 

13：00〜16:00（B 棟１階 B１０４） 

食生活教育コース 

13：00〜16:00（B 棟２階 B２０８） 

セルフエスティーム形成を中心とした 

ＪＫＹＢライフスキル教育の実際（川畑徹朗） 

JKYB 食生活教育プログラム－理論と実際－ 

（春木 敏） 

 

16：10〜16：30         閉会式（B 棟１階 B１０４） 

 
 

 

 

 

 
 

編集後記 
 

６月 23 日に神戸大学大学院人間発達環境学研究科（神戸大学発達科学部）を会場として

開催される第 54 回近畿学校保健学会（石川哲也学会長）のプログラムと、６月 24 日に同じ会場

で開催されるＪＫＹＢ健康教育一日ワークショップ神戸（ＪＫＹＢ研究会主催）のプログラムを掲載

しました。学会は非学会員の当日参加も可能ですので、是非多くの方々をお誘い下さい。また

本年度から、座長より推薦のあった優れた発表を「学会通信」に掲載することを予定していま

す。これを契機に、学校保健に関する研究の更なる発展を期待しております。 

本年の学会総会で、会則および役員選出規定の改正を予定しています。 大の変更点は、

評議員の選出方法を、幹事による推薦から会員による選挙によるものとしたことです。本号に改

正案を掲載しましたので、ご理解のほどをよろしくお願い致します。これを改革の第一歩として、

さらに開かれた学会となるよう努めます。 

 
近畿学校保健学会幹事長 川畑徹朗

 


